
音楽コンテンツ産業の地域分散可能性
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講　師：ソニーミュージックエンターテイメント

プロデューサー　増渕　敏之

（司会） 今日は、ソニーミュージックの増渕様をお招きして、「音楽コンテンツ産業の地域分散

可能性」というテーマでお話をいただきます。マブチさんは法政の大学院の地域研究センター

の専任研究員をされて、同時に三鷹ネットワーク大学という名称の音楽研究会の代表とか、い

ろいろな顔をお持ちの方です。経済地理学とか文化地理学の研究をずっとやっておられます。

いろいろな地域メディアやコンテンツ産業のコンサルティングをされているということで、各

方面でご活躍をされております。

それでは、１時間ほどお話をお願いいたします。

（増渕） はじめまして、増渕と申します。お忙しい中、お時間をいただきまして恐縮であります。

いまご紹介にあずかりましたように、本職がちょっと最近何が何だかわからなくなってきて

いて、来年からは法政のほうの教員のほうは専任になるので、それを軸に今までやってきたこ

とを継続してビジネスとしてやっていこうかなと考えています。

最初、学部を出てから放送局にいまして、その後レコード会社に移って今に至っている。つ

まり、いわゆるコンテンツの製作畑をずっと30年弱ぐらい渡ってきました。結局研究的には経

済地理学とか文化地理学というところのフィールドで研究とかはさせてもらっているんですけ

れども、20何年間産業の中にいての産業観察みたいなところは、今そういう研究の中でわりと

役立っているかなという、個人的には気がします。その経済地理学、文化地理学をオーバーラ

ップする領域ということをお話ししましたけれども、個人的にはいわゆる都市空間の変容とコ

ンテンツ企業の立地行動みたいなところが一番ここ４、５年はわりとフォーカスしてやってき

た領域であります。最近は自分の中でいろいろ分散もしているのですけれども、文化地理学的

なところに最近少し軸足がずれてきていて、今は小説とか漫画とか音楽とかという、そういう

コンテンツをテキストとして見て、その中で都市空間の変幻を読んでいくというテキスト分析

みたいなのをわりと多く最近はやるようになってきました。

その周辺の活動で、今は都市再生とかまちづくりとかというリアルなところでもわりといろ

いろお話はいただいていて、わりと粘ってやっているところが多いのですけれども、今札幌も

少しやっていて、札幌は地域資源としてのコンテンツというところで、漫画というのはわりと
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いわゆる札幌に住んでいる漫画家の在住者の数が東京以外の都市で一番多いということがあり

まして、地域の経営資源としての漫画クリエーター、漫画作家というのをいかにインキュベー

トして、それで東京の大手出版社と札幌とでビジネスのスキームが組めるような今モデルを作

る作業をやっています。つまり、地域の経済循環を健全に行うためには、やっぱり地域で１つ

のアーティストのマネジメント、もしくはクリエーターのマネジメント、もしくはエージェン

ト機能を持つことが非常に重要かなと考えています。

そのほか、今長崎とか宇都宮とか、この前は金沢経済同友会さんに呼ばれて、いわゆる金沢

にご当地ソングがないのでご当地ソングをちょっと作るミーティングに参加してもらえません

かという話で行ってきまして、金沢ってあれだけ魅力的な都市なのに、ご当地ソングというの

は演歌しかないんですね。今新幹線が2014年に金沢駅まで進捗するわけですが、そのときに古

都金沢と、もう１つ新しいイメージの金沢をどうも作りたいらしくて、それに合わせた都市イ

メージのいわゆるプロモーションですか。そこら辺の議論を金沢は今やっている最中みたいで

した。

多々いろいろやっておりまして、その中で僕が音楽コンテンツというところを軸にしてずっ

と生業（なりわい）をしてきましたので、日本の音楽コンテンツ産業の収益の96％が東京の企

業の収益です。つまり地方で音楽コンテンツを生産している割合というのは４％ですかね。こ

れはコンテンツ産業全般に言えることでありまして、大体８割、９割が東京の企業が寡占して

いるという状態です。特に音楽に関して言うと、こういうケースというのは非常に先進国の場

合まれでして、アメリカは地方分権なので、ナッシュビルのカントリーとか、デトロイトの

Ｒ＆Ｂ、今はテクノミュージックなんですけれども、それからシアトルのグランジ、フィラデ

ルフィアのソウル、シカゴのブルース、ニューオリンズのジャズというふうに、地域文化がそ

のままその地方都市で産業化していくというケースがアメリカの場合は本筋です。イギリスも

実はロンドンに一極集中しているように見えながらも、音楽コンテンツ産業は意外と地域分散

しておりまして、マンチェスターでも一応オフィシャルに出てくるレーベルの数、インディー

ズも含めてですけれども約20数社あります。

日本はどうして東京にすべてが集積することになってしまったのかということを博士論文を

書　いているときにずっと考えていまして、もともと日本の音楽コンテンツ産業の場合は、明

治の終わりから大正にかけての経営資源というのは、まだ洋楽受容が完全になされていない段

階ですので、都々逸、端唄、小唄、そういういわゆる邦楽がメインで、ゆえに経営資源は芸者

さんだったわけですね。

実は戦前に東京以外というか、大阪、京都、神戸、名古屋を中心にしてレコード会社は40数

社存在していました。日本で一番最初のポピュラー音楽のヒット曲と言われている松井須磨子

の「カチューシャの唄」というのがあるんですけれども、これは京都のオリエントレコードが

発売しておりまして、日本で最初のヒット曲は東京のレコード会社が作ったものではありませ

んでした。大阪では日東レコードというのが一番戦前最大だったんですけど、そこも最初、創

業の時期に芸者さんが録音にやってくるという、いわゆる立地の近接性を重要視して南地の芸

者さんを数多く使っていたので、住吉大社のそばに工場と録音所を設けまして、それぞれに宝

塚とかそういうものもいわゆる商品化するというスキームを組んでいくんですけれども、最終
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的にやはり競争原理が当然働きますので、日東レコードは最終的に東京の地にあります日本コ

ロンビアというコロンビアレコードが買収してしまって、それ以降、関西にはほとんどレコー

ド会社が消えてしまうという、そういう歴史をたどります。

これは国の政策とも相まっていくのですけれども、戦後にメディアの東京への集中という現

象　が出てきます。朝日新聞、毎日新聞というのは元来大阪本社の新聞社ですが、どちらも東

京のほうに移転してきます。だから、タイアップという１つの音楽コンテンツ産業の中の仕掛

けがあります。要するに音楽というのは反復聴取をすることによって一般大衆に印象を刷り込

んで行って、それを商品の購入意欲に結びつけるという手段を使います。そのためにメディア

との相互依存性というのが非常に重要視されます。

戦前の場合はテレビがなかったので、映画がタイアップの大きな相手だったのです。それが

当初はヒットした曲を映画化するということが大正から昭和の初期にかけてはメインだったの

ですけれども、実はその後に転換がありまして、ヒットをさせるために映画に主題歌を付加し

ていくというやり方をとっていきます。それが戦後、映画がテレビに移り変わっていくわけで

すけれども。

音楽コンテンツ産業の研究というのは幾つかの流れがあって、１つはいわゆる創作物の制作

工程及び分業のシステムの研究、２つ目が意思決定のメカニズムに関する研究、３つ目がアン

トレプレナーシップに関する研究という、大体この３つの流れがあります。一番最初にうまく

産業論みたいなものを打ち出してきたのは、今またブームが再燃していますけれどもアドルノ

という、いわゆるフランクフルト学派のベンヤミンのお友達みたいな方ですけれども、その方

のいわゆる音楽産業批判というホルクハイマーと一緒にやっているやつが、それが最初の音楽

産業研究の端緒と位置づけられています。つまり、産業がアーティスト、クリエーターから、

もしくは消費者からいかに自由を搾取していくかという、そういう枠組みですね。資本が搾取

していくという。

音楽産業のアドルノの批判というのは、具体的に言うといわゆる規格化というところへの批

判ですね。要するにクリエーターが自由に曲を作れなくなってしまっているではないか、産業

の中ではというのが１つ。もう１つは、本物を作ってはいないんではないか。つまり贋作を作

り続けているんではないかと、そういう批判ですね。それを端緒にして音楽産業の議論という

のは、ポピュラーミュージックがメインになっていく1940年代以降、いろいろな議論が出てき

ます。60年代はわりとベッカーとかいわゆるラベリング理論ですよね。音楽産業という１つの

塊、１つのグループが、音楽産業の中では音楽産業的な秩序を作るけれども、その外の産業と

は全く整合性がとれなくなっていくという、そういう見方をしています。

その後に60年代後半から70年代にピーターソンという学者が音楽産業、カントリーソング、

カントリー音楽を中心にして産業分析をやっているんですね、ビルボードのヒットチャートの

統計とかを分析しながら。それで、その音楽産業に影響する要素というか、それを法律制度、

技術、市場、職業意識などと幾つかのポイントでその産業を見ていく。そして文化の生産とい

う概念を作るんですね。いわゆる音楽コンテンツ産業は文化を生産していく産業であるに違い

ないという。

それで80年代に入って、いわゆるカルチャースタディーズの影響を思い切りこの研究は食う
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ですね。それでいわゆるキース・ニーガスみたいに、ピーターソンの言っていることはもっと

もだが、しかし、文化の生産は生産の文化、いわゆる継続性を持って展開していくものだとい

うことで、またその新しいニーガスの考え方がそこで打ち出される。同時にサイモン・フリス

というイギリスの社会学者ですけれども、サイモン・フリスはいわゆる階層とロックンロール

というところに着目して、イギリスを中心にカルチャースタディーズの完全に流れを組んでい

る考え方ですが、要するに階層があるロックをどういうふうにして生み出していくかというと

ころに着目して、若者文化とロックンロールというところの研究を始めたりします。

90年代に入ってからは、いわゆるメジャーとインディーズという、そういう二項対立の時代

から、インディーズとメジャーが相互依存をしはじめるという考え方みたいなところの議論が

結構深まっていきます。

お話を元に戻します。つまり、音楽コンテンツ産業の主力商品でありますポピュラーミュー

ジックというのは非常にストリート性の高い強いものでありまして、ゆえにもともとイギリス

とかでは街頭でストリートバラードというのですけれども、要するにはやり歌を演奏して、そ

の楽譜を売っていたというのがポピュラー音楽の一番最初のいわゆる産業化、ビジネス化です

ね。日本はやはり書生節というのがあって、辻でバイオリンを添田唖然坊さんたちが弾いてい

てという、そこから始まっていきます。つまり、いわゆるストリートという都市空間の中の１

つのストリート、そこからアーティストがいかに育成されていくのかというところに個人的に

はここ数年ずっと注目してきた部分であります。そこと産業との整合性もしくは乖離、そうい

うものをちょっと見ていくことが多かったのです。

そこの図１の都市空間内のフロー概念図というのがありますけれども、これが今の時代の概

念図ですね。これは多分、時代によって微妙に変わってはくるのですけれども、今は東京とい

うところが産業を寡占しているという前提でいくと、地方にそういう音楽的装置があって、そ

こをアーティストが通過していって、それをいわゆるコーディネーション、橋渡しをするイベ

ンターとか地方のメディアが存在していって、そこを経由していわゆる東京のマネジメント、

音楽ソフト企業と書いちゃっていますけれども音楽出版社というところがビジネス化していっ

て、最終的にはメディアを通じてそれを全国に頒布していくという、これが大まかなフローで

す。そこに最近、ここ10年ぐらいで自治体が文化振興・産業振興の名のもとにアーティストを

支援するという態勢が個々で生まれ、もしくは大学の中に練習スタジオを大学のほうが作った

りなんかして、今はそこで学生さんたちの音楽関係の人たちのコミュニティー形成を図ってい

るケースとか、いろいろこれまでと違う形が生まれてきています。

図２に移ります。先ほどメジャーと言いましたが、メジャーという言葉は日本とグローバル

とで解釈が違いまして、グローバルで解釈していくと音楽コンテンツ産業におけるメジャーと

いうのは現在４社のことを言います。１つはユニバーサルミュージック、１つはワーナーミュ

ージックグループ、１つはＥＭＩグループ、１つはソニーＢＭＧです。しかし、日本では日本

レコード協会の存在が大きく影響していまして、日本で言うところのメジャーというのは日本

レコード協会に加盟している企業はメジャーと称します。それ以外をインディーズと称します。

ここのちょっと混乱がいろいろな書籍の中で起きてしまっているのですけれども。

ユニバーサルミュージックというのは世界で一番大きな音楽コンテンツ産業なんですね。も
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ともと音楽コンテンツ産業は合従連衡をしていきますので、ドイツのポリグラムが軸になって、

そこにアメリカのＭＣＡが吸収されて今のユニバーサルという会社ができました。ユニバーサ

ル映画、合併して今のユニバーサルになったときには、親会社はフランスのヴィヴェンディと

いう水道の工事会社、公共工事の会社だったんですけど、ヴィヴェンディが傾いてしまって、

それで今はユニバーサルは映画ともどもＮＢＣが買収しましてユニバーサルＮＢＣという会社

になっていますね、親会社は。実はそのＮＢＣは今、筆頭株主がＧＥなんですよね。ですから

ユニバーサルミュージックグループは基本的にはＧＥの系列下という考え方です。

それから、ワーナーミュージックグループはタイムワーナーが創業した音楽コンテンツ企業

ですけれども、ワーナーも実は今、タイムワーナーが持っているわけではなくて、４、５年前

にタイムワーナーがワーナーミュージックの株をファンドに売ってしまった。今、親会社はフ

ァンドになっています。ＥＭＩも一緒です。昔はソニーＥＭＩというイギリスの電気会社が親

会社だったんですけれども、現在はファンドがＥＭＩの筆頭株主にこの６月になっています。

ソニーＢＭＧは日本のソニーとドイツのベルテルスマンの合弁会社です。ここ100年間にエジ

ソンとベルリーナがレコードというものを発明してから合従連衡です。今の四大メジャーに収

斂するまでにいろいろなインディーズをこの流れが飲み込んでいって、最終的にこの四大メジ

ャーで70％の世界のシェアを寡占しているという今状態にあります。

ところが、現在インターネットという時代の新しいツールにより、これまで培ってきた音楽

コンテンツ産業の収益モデルが大きく揺らぎかかっています。つまり配信というビジネスがこ

こまで急成長するというのは10年ぐらい前にだれも読めませんで、もしくはコピーに関する法

制度がまだまだ整備されていない現状、水面下ではフリーコピーの時代になろうとしています。

1998年に国内で6,100億あった音楽コンテンツ企業の売上げは昨年度で3,500億、つまりこの10

年間でほぼ半減したという現状があります。これは配信で１曲100円でかなりの数、ちりも積

もれば山となる的な発想で100万ダウンロードぐらいをしても、まだまだパッケージの収益に

は全くかなわないんですね。というわけで、今現状、音楽コンテンツ産業は非常に揺らぎを生

じているという。これは全世界的にです。

もしくはその後に映像というコンテンツも実はこの中に、もう既に台風の中に突入していま

す。昨年度、国内のＤＶＤ生産は初めて前年比を割りました。今YouTubeというものが存在し

ていますけれども、ああいうふうにだれでも投稿できるという、ああいう機能がインターネッ

ト上に生じたことによって、最初にYouTubeが立ち上がったときというのは削除されましたけ

れども、ディズニーのアニメは全編見れましたから。ということは、もう要するにコンテンツ

というのは今バリューを持たない状態にほぼなりかかっていまして、要するに法制度が完全に

遅れちゃっているので、これからどういうふうに経過していくかというのはだれも読めないの

ですけれども、その図２に書いてあるのは音楽コンテンツ産業を取り囲むグローバルからロー

カルまでのさまざまなアクターですね。文化的なものとか、文化的な制度とか、文化的なるも

のとか、そういうものの影響も当然コンテンツ自体は受けますし、それから先ほど述べたよう

なグローバリゼーションの中での国内の音楽コンテンツ産業が影響をやっぱり受けるというの

は必至でありますし、東芝が東芝ＥＭＩを昨年捨てましたけれども、つまり今までの従来型の

ビジネスモデルではもはやなくなっているのは配信の部分以外にも、今まで音楽コンテンツ産
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業というのを系列化していくためには親会社が電気産業もしくはエンターテイメント産業とい

うのが常だったのですが、そこにファンドというものが登場してきてしまっていて、今四大メ

ジャーのうち半分は親会社がファンドということもありますので、ここでいろいろな意思決定

のメカニズム自体がかなり大きく変容していっているのではないかと思います。

国内に戻すと、先ほど戦後メディアが東京に集中してきたという話をしました。渡辺プロダ

クションという１つの成功モデルが音楽マネジメントの世界にはあります。渡辺プロダクショ

ンというのは渡辺晋さんという進駐軍のベースを回っていたシックスジョーズのリーダーの方

ですけれども、その方が奥さんの渡辺美佐さんと起業したいわゆるマネジメント企業でありま

す。それまでレコードの原盤というものは音楽コンテンツ産業が保有していたという時代がず

っと長く続いてきたのですけれども、日本で初めてプロダクション、マネジメントサイドが原

盤を持つという試みを渡辺プロダクションが1960年代に「スーダラ節」というクレージーキャ

ッツの曲で始めます。それが今現在、レコード会社が原盤を持つケースというのが非常に少な

くなり、権利を保有しているのはレコード会社ではなくてマネジメントになっているというの

が実は現状なんですね。これは渡辺プロダクションが初めてやった試みであります。

先日壊されることが決定してしまいました有楽町の三信ビルという三井系のビルの地下に進

駐軍の食堂があったんですね。そこに手配師の方たちが集まっているところに事務所を渡辺プ

ロダクションは机４つで構えて、渡辺プロダクションがここに立地したことというのは非常に

意味のあることで、そこの地図でおわかりになりますように、この界隈にもう既に進駐軍のク

ラブが、上からバンカーズクラズ、アメリカンクラブと並んでいます。音楽を含めた文化の統

制をしているＣＩＥ（民間情報局）が内幸町の前のＮＨＫにありました。そしてごらんのよう

に三大紙が実は全部ここにほぼ、読売新聞はここは本社ではないんですけれども、集積してお

りまして、フジテレビとかＴＢＳも実は創業の地は有楽町なんですね。そしてレコード会社も

ビクター、コロンビア、ポリドール、そのあたりが全部この界隈、その真ん中に電通がある。

要するに今の音楽コンテンツ産業の一番の日本的な特徴であります音楽コンテンツ企業とメデ

ィアと広告代理店の産業共同体の原点がここにあります。この時代はまだ交通の便が今ほどよ

くはなかったので、狭い地域の中にこういうふうにして集積してきて、その集積の効果を上げ

ていくということが顕著にうかがわれるかと思います。大手の映画会社も大映とか松竹とか、

この辺もほとんどここに集中していて、ナベプロがいわゆる成功のきっかけをつかんだロカビ

リーのフェスティバルがありますよね。これが日劇を使っていましたので、すぐそばなんです

ね。その後、グループサウンズでタイガースとかでナベプロはまたステップを上げていくんで

すけれども、彼らがやったのは銀座のあしべですよね。そこがやっぱりこの範囲の中に立地し

ています。

今現在どうなっているかというと、今は国道246号線沿いにほとんどの音楽コンテンツ企業

は立地しています。テレビ局、メディアに一番アクセスしやすい場所、それから対外的な都市

イメージ、要するにレコード会社、音楽コンテンツ企業のブランド、イコール青山とか、イコ

ール原宿とか、イコール渋谷とかというのが大きくそこに効いていると思います。これが東京

への集積の１つの原点になる1957年と1967年の間での有楽町の、これは二次元ですけれども一

応都市的な空間です。
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果たして地方への分散の可能性がありやなしやという、ここがずっと考えてきて、なぜかと

いうと全国的な均質化・均等化というものが地方の音楽文化自体をかなり希釈させてしまって

いるという歴史が当然あるわけで、唯一沖縄だけが独自の沖縄音楽文化を保存しながら、それ

を産業化することに一応成功しているわけですね。1972年の返還まで企業のメディアが沖縄と

いうところに入っていなかったので、独自に音楽文化を保存することが可能であった。そこに

戦後のいわゆる米軍が持ち込んできたロックを中心とするポピュラー音楽ですね、洋楽、そこ

と沖縄民謡とのチャンプル、それから日本の歌謡曲とのチャンプルが生まれて今の独自の沖縄

ポップというものが形成されているわけですね。それをベースにして中央の市場を視野に入れ

て、その沖縄の音楽コンテンツ企業はそれぞれに数々のヒットアーティスト、ヒット曲を作っ

ていっているわけです。

そしていつの間にか、その４番にありますけれども、実はインフラ的に言っても沖縄という

ところは58号線沿い、那覇市から沖縄市に抜けるところにこれだけのライブハウスと音楽スタ

ジオとインディーズレーベルが点在するような状況になっています。来年多分できるんですけ

れども、沖縄に沖縄市が主導してやっておられる60億ぐらいの規模の事業で、沖縄市のちょう

ど嘉手納基地の向かい側を再開発をやっていて、中野町ミュージックタウン構想というのが今

進んでおります。ちょうど2,000キャパの野外のライブハウスと1,000キャパのインドアのライ

ブハウスと練習スタジオを10個ぐらい、それからアーティストに貸せるようないわゆる集合住

宅、それを付設したようなものを今ちょうど作っている最中ですね。かなり押しているという

話は聞いていますけれども来年ぐらいに。沖縄だから行政も含めて今音楽というところで何ら

かのビジネススキームも組み立てていって、経済として何とか成り立たせていこうという方向

で進んでおります。

これは当然いろいろな各都市でそういうアプローチは起きていて、福岡がまあまあ早かった

のですけれども、福岡自体は結構お金も投資して、いろいろなインフラも作りましたけれども、

最終的にはビジネス化まで持っていけなくて、去年一応終止符を打ちました。音楽産業都市を

目指してということで進んでおったのですけれども、なかなか行政が主導でやっていくことの

限界ですか。要するに地場の音楽関係者と行政体との間でなかなかうまく整合性がとれなかっ

たというところがやはり大きかったのではないかなと思います。

それで、私は個人的に長野県の飯田市というところでもう５年前になりますか、普通のライ

ブハウスで女の子を１人見つけまして声をかけて、それで所属していたレコード会社にプレゼ

ンしたら見事に落ちて、市役所の職員だったんですけれども、東京に出たくないというのをず

っと言っておったので、無理強いして東京に出す必要もなかったのですが、彼女がそれでも音

楽は続けたいと言うので、僕たちでなけなしの資金をはたいて会社を１個作っています。その

ファクトリーワークスという小さなインディーズのレコード会社。長野県飯田市というのは東

京からバスで５時間、人口10万人、長野県の中でも非常に交通アクセスの悪いところで、とは

いえ、都市の文化としては比較的それなりにオリジナリティのあるものが多い町であります。

飯田の人形劇フェスティバルから、それは工業製品で言うと水引ですね、熨斗袋の。水引の

70％の生産を飯田市がやっていて、そういう工芸品みたいなものは伝統的にある町なので、そ

こでポピュラー音楽というものが果たしてビジネスとして成立するのかどうかという、そこも
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ちょっと自分たちで試してと言ったら変ですけども実際に行っています。とりあえず消費財と

の距離を置くというポリシーですから、東京がもう消費経済の中心であって、地方というのは

音楽コンテンツ自体の性格を消費財から文化的な財への転換が可能ではないかという僕たちの

仮説の上で事業化を行ったわけです。

それの補完として昨年プロモーション的なツールとしてもう１つインディーズにあったツー

ルというものをずっと求めていたのですけれども、ようやくＳＮＳといういわゆる情報ツール

が日本でもミクシィを初めとして巷間に流布してきましたので、それを地域限定のＳＮＳとい

うのを立ち上げられないかとずっと模索しておりまして、昨年中小企業庁の助成に応募したら

とりあえず通ったので、それでＮというクローズドのＳＮＳを立ち上げました。アートを中心

とした、音楽とか映画とか美術とか、そういうものを中心としたコミュニティサイトなんです

けれども、それをやってみて、とりあえず１年間で2,300と一応レジュメには書いていますけ

れども、今現在3,000ぐらいまできていて、ただ、ＳＮＳというのは3,000人ぐらいの会員では

まだまだビジネス化はなかなかできないので、今は次のバーチャルにリアルをどういうふうに

コンバージョンさせるかというモデルをちょっと模索しております。

長野県も今後新幹線が北陸へ抜けるにあたって、長野市自体が通過点になってしまいますの

で、そこでの長野市の危機意識も当然存在するわけでありまして、とはいえ長野県、長野市と

もにオリンピックの余波で財政的にはかなり逼迫している状況なので、また少し判断をしなが

ら、いわゆる観光客の少し集客をテーマにした何か恒常的なリアルなイベントめいたものを今

ちょっと作っていこうかなと考えています。

そこで一番今ポイントに置いているのはコンテンツツーリズムという概念ですね。いわゆる

ロケーションボックスとかフィルムコミッションというものを、映画以外のコンテンツにイク

ステンションできないかなということをずっと僕個人的には考えていて、例えば藤沢周辺の??

ミサバハ??を訪ねる山形県鶴岡市的な、ああいう概念もちょっと持っていけないかなと思って

今ちょうど模索している最中であります。

これはよく出てくるＳＮＳの１つのスキームですね。そこのレーベルの女の子がタテタカコ

というこの女の子なんですけれども、もう28歳になりまして、地味に活動しております。地味

だったんですけれども、動きが余りにも地味だったせいなのかもわからないんですが、今年６

月にＴＢＳの「情熱大陸」に間違って取り上げられてしまいまして、今観客動員が急に倍にな

っておりますけれども、それの「情熱大陸」の何かちょっとビジュアルがあったほうがご理解

いただけるかななんて思いながら、「情熱大陸」の頭５分ぐらいですか、それをちょっと見て

もらえると。

（ビデオ上映）

（増渕） どうも中途半端で失礼いたしました。今、僕たちがこれを自分たちでやってみて思う

んですけど、そんなにマスコミとかそういう大規模なマーケットとかというのは、わりとむり

に意識しないで進めてきたおかげで、是枝監督とか、それから去年から今年にかけては奈良美

智さんという世界的なクリエーターの方がおられますけれども、奈良さんが金沢21世紀美術館

とかそういうところの個展をやるときに彼女をゲストで歌わせるということがここのところ続
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いておりまして、あと新海誠さんという新しい世代のスタジオジブリみたいな人ですけれども、

彼は信濃毎日新聞のＣＭのアニメを作って彼女と一緒にコラボレーションしているんですよ

ね。だから、意外とむりをしなかったところで、そういうわりとお歴々の方たちのどこかの琴

線に触れているんだろうなという、何か僕たちもそういう今ちょっと手応えがありまして、こ

の作業をまだまだずるずるやっていって、飯田に音楽コンテンツ産業ありやなしやというのを

もう少し自分の実体験としてちょっと突っ込んでいってみようかなと思っている。

今、沖縄以外に地方で音楽コンテンツの産業化というところのアプローチで成功している都市

というのは仙台があります。仙台にエドワードというインディーズレーベルがありまして、そこ

に西遊記の主題歌で売れましたモンキーマジックという外人のバンドが所属しておりました。

もう１つ、グリーンという、これはアルバムで70万枚ぐらいのヒットになってしまったんで

すけれども、郡山の全員歯科大学の学生さんのバンドですね。だからお医者さんになるので表

には全然出てこないバンドなんですけれども、ここは70万のヒットになっていって、それを仙

台の小さなレコード会社がマネジメントしていっているという。それが今、仙台に行ったら非

常に何か僕も最近注目していて、楽都仙台とかいうのが何かちょっとイメージと違うかなとい

う。音楽の楽に都と書く、それで仙台という。仙台市役所で今やっておりますけれども、それ

がたまたま定禅寺ストリートジャズフェスティバルというのが13年前から定禅寺通りでしこし

こと始めておりましたけども、今年はとうとうＮＨＫの総合テレビでも特番に取り上げられる

ぐらいの、３日間で動員が70万人ですね。出たバンドが650バンド、有名なバンドは１つもい

ないという日本でも珍しいイベントの成功事例なんですけれども。

それは要するに何か１つの都市の中で音楽と市民との距離、それから意識とかを変容させて

いるような気がして。そこでレコード会社がそういうアーティストがやることによって、それ

もそこの社長というのは５年ぐらい前に僕の部下だったやつなんですけれども、東京で培って

きた自分のノウハウの取捨選択をうまくやっているなという感じがやっぱりします。市場とし

ては全国を意識しながら、だけど具体的なアクションとかアプローチとかは仙台を中心にやっ

ていくという。そういう何か今の時代に合ったやり方なのかなと。それからまた、大手のマネ

ジメントと業務提携をするとか、何かそういう他力本願的なノウハウも、それは東京でやっぱ

り培ってきたものだなと思いながらも、今後仙台はどういうふうに音楽というものを産業化し

ていくのか非常に興味があって、特にここのところ仙台というのは小説家がものすごく多く住

み始めている町なんですね。瀬名秀明さんとか東北大学なので。それから伊坂幸太郎君とか東

北大学なので、佐伯さんとか『鉄塔家族』の。伊集院静さんが２年ぐらい前に、奥さんの実家

が仙台なので仙台に今は移住されたらしいんです。ですから、クリエーター、アーティストが

その都市に住んで生活をするということが１つのやっぱりキーになっているかなというちょっ

と気はし始めています。

まとめになってしまいますけれども、これから地方の文化、これをどう考えていくかという

のが、やっぱりこの二極分化していったとか格差社会とか、東京と地方の格差とかと言われて

いる枠組みの中で考えていくと、地方にやっぱり独自性のある文化、その案がちょっとマスト

のような気がしてきていて、それを軸にして産業化とかという何か１つの形ができれば少し自

助努力ができるということなのかもしれないなと。特に地域における経営資源である文化資源、
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それをどういうふうに把握してビジネスとして活用していくかとという。だから、まだまだち

ょっと時間がかかる多分産業だと思うんですね、どこの都市もおそらく。だけど、今手をつけ

ておかないと、右から左へ全国どこへ行っても同じようなもの、同じようなことが起きる国に

なってしまって、例えばコンテンツ産業が大こけにこけたときに、それを補完できるシステム

が全くないという。だから、今、経産省を中心として日本のコンテンツ産業は海外競争力があ

るので、アニメを含めて躍起になっておりますけれども、実はその土台自体がまだ不確かなも

のであるということですよね。海外競争力を持っているものは東京が作ったものであって、そ

こにちょっと何か１つの危惧は感じる昨今であります。

もう１つは、先ほど冒頭述べましたが、複製物である音楽コンテンツ、複製物であるコンテ

ンツ産業を、複製物をメインにして生業を組み立てているコンテンツ産業が、デジタル化の中

でどういうふうに次の収益モデルを考えつくことができるのか。いわゆる商品の希少性をどう

いうふうに持っていくのか。それとも市場の規模は全国規模で考えなくてもいいのかもしれな

いという、そういう読み替えもあるかと思います。だから、北海道なら北海道、沖縄だけの市

場の中でペイしていく方法論も多分議論されてもいいはずなんだと思っています。

ちょっと雑駁ながら今日の発表はそういうことで終了させてください。どうもありがとうご

ざいました。

（司会） それではご自由にご質問やご意見をお願いします。

（質問） 私は沖縄に何度か遊びに行って聞くんですけれども、もともと沖縄の音楽って日本と

全然違うじゃないですか、旋律が。私なんか実は昔、中近東の音楽を聞いたことがあるんです

けど、かなりそっちのほうに雰囲気が似ているんですよね。ああいうかなりもともとの音楽の

独自性があったところは生き残れるんだと、そういう独自性の何か旋律とか、そういうものを

含めて独自性とかってでき得るんですかね。

（増渕） 北九州地区は基本的にわりと韓国音楽の受容というか、受け止めてはいるんですよ。

だから影響は少なくともあるかなとは思うんですよ。チャゲ＆飛鳥とか韓国、中国で受けるじ

ゃないですか。ああいう歌い方、旋律ではなくて歌い方なのかもしれないですね、もしかした

ら。あの歌い上げる的な発声法というんですか、それが北九州のアーティストにわりとありま

すね、そういう傾向は。沖縄の音階というのは明治に??琉球シュオウキ??があって以降、日本

の音階にかなり近くはなっているんですよね。ヨナヌキ音階と言うんですけど日本のって。そ

れとちょっと同調しているところがある。昔のかつての宮廷音楽の時代ですか。宮廷音楽とい

わゆるモン遊びという村祭りの、ああいう音階から少し日本側にちょっと寄ったところはある

んですね。だけど、もともとのテイスト自体、もしくは楽器の問題もあると思うんです、三線

(さんしん)を使ったり。そこで沖縄音楽の独自性というのは旋律以外にも当然言葉もそうです

よね。いわゆる「うちなんちゅう」で歌詞を作られている方が多いので、だからいろいろな側

面から沖縄音楽の独自性というのはアピールできるのではないかなと思いますね。

日本でも、例えば民謡ベースでいけば、例えば秋田音頭とか津軽三味線とかいろいろな独自

文化はあるんですけれども、それをそういうふうに産業化の方向になかなか持っていけなかっ

たのではないかなと思うんですけど。

〈 166 〉音楽コンテンツ産業の地域分散可能性

157-182-研究会-増渕  08.3.22  16:33  ページ166



（質問） だれか言っていたんですけど、私はクラシック好きですが、クラシックに関してはか

なり地方都市でシンフォニーオーケストラを作っていますよね。関東だと群響に代表され、金

沢は金沢アンサンブルとかよくあるわけですね。ああいうものとの連携で、今お話の中にもコ

ンテンツ、映像とおっしゃったんですけれども、クラシックだけ取り上げられてなかったんで

すけど、クラシックの世界というのはどんな感じで絡んでくるんでしょうか。さっき言った四

大メジャーでクラシックの世界だとみんな当然有名なのは知っていますから、日本はそういう

意味では洋楽のメジャーなんてないわけですからよくわかるんですけど、その辺はどういう。

（増渕） だから、産業の中にクラシック音楽も取り込まれてはいるんですけれども、クラシッ

クというのは基本的に自助努力できない音楽のジャンルでして、ですから、地方だったら札幌

交響楽団とか群響もそうですけれども、オーケストラを維持するのが大変な状態で、結局文化

庁の助成とかそういうものをいただかないと維持できないという現状が今あって。とはいえポ

ピュラー音楽とクラシックの間に全く接点がないということでは多分ないと思うんですね。た

だ、お互いミュージシャンとかクリエーター、そういうアーティストと言われている人たちの

中でまだまだ交流の程度が浅いという。何かさっきのベッカーの理論ではないけれども村がで

きてしまって、こっちはこっちで、こっちはこっちでというところが地方都市でもまだ見えま

すね。

いわゆるハイカルチャー、ローカルチャーという考え方で説明すればいいんですかね。

（質問） そう言っていいのかどうか。今かなりクラシックの人が沖縄音楽に近づこうとして一

緒にコラボとか何とか、話題になる程度しかやっていませんけど、はじめていますよね。ああ

いうのも含めて、なんか音楽センターとか音楽クラスターとか、音楽拠点みたいなものをつく

れないものか。

（増渕） そこはどうかわからないんですけど、新百合ケ丘とかがたぶんそれに近いんだと思う

んですけど、クラシックってハイカルチャーという意識がすごく強いです、やっぱり。ポピュ

ラー音楽はローカルチャーですから、こういう感じがありますよね。

（質問） やっぱりね。

（増渕） そこに１つの境界線が生まれていっているような感覚はありますね。

（質問） あと、日本独自のやつは、先ほどちょっと、もともと日本の音楽は小唄とか端唄とか、

いわゆる邦楽系といわれる。邦楽とクラシック、邦楽とポピュラー、この３つにかなり大きな

壁があって、地域の中で融合できないから音楽ができないという感じなのか、それとも、私全

然邦楽わからないんですけれども、邦楽専門のレーベルとかそういうのはあるんですか。

（増渕） ありますよ。和太鼓を割と研究しているんですけど。だから和太鼓を産業化するとい

う、そういうことは。いろいろ起きているわけですね。だから佐渡の鬼太鼓座から鼓童に至る

まで、ワールドワイドにご活躍なされていて、ちょうど先週、いわゆる日本の和太鼓の生産拠

点であります、浅野太鼓という太鼓メーカーが石川県白山市にあるんです。そこが日本の国内

の太鼓シェアの７割を占めているという独占企業があるんですけど、そこの専務にヒアリング

をさせていただいたときに、やっぱりヒントはいっぱいあって。だから日本の和太鼓を、和で

突っ張っていくのか、それとも他のジャンル、洋楽とのコラボレーションを図るのか、そうい

う戦略も当然あるだろうと。それで、鼓童とかは１年間の３分の１が海外ツアーですよね、組
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み立てからすると。それで１つの成功事例はつくりあげているし、それから向こうのアーティ

ストとのコラボレーションも積極的に行っていると。ですから、何らかのかたちでそういう１

つひとつの成功事例が出ていけば、それはおのずからそのアプローチというのは実験的に行わ

れていくものではないかという気がしますね。例えばポピュラーの世界の中でも、例えば自分

で自作自演をやっていく方たちがいますよね。その方たちと演歌のフィールドの人はあまり交

流はないですよね。ポイントのビジネスのところでは、だれかが作曲してくださいみたいなと

ころではありますけれども、日常にそういう交流はあまりないんですよ。だからジャンルジャ

ンルでどうしてもそういうものができてしまって。いまそれをどういうふうに結びつけるかと

いう、そこを模索している段階なような気がします。

（質問） さっきの和太鼓の話はね、一昨年名古屋で万博があったときに、けっこう和太鼓の音

楽があって、私もちょっと聞いたんですけど、非常に感動を受けた。たまにテレビも取り上げ

られる、あれは和太鼓だけなんですかね。

（増渕） そうですね、和太鼓がやっぱり…。

たぶん太鼓のほうが、いま全国で太鼓チームって浅野太鼓の調べによれば1万5,000チームあ

るんですって。いわゆるいまの和太鼓のブームが起きたというのは80年代、90年代の地方博の

ときですよね。あのときに太鼓ブームが起きて太鼓のチームがいっぱい増えたんですね。で、

実は太鼓というのは、専門になっていまの太鼓というのはできているわけで、いま演目という

のはほとんど創作曲なんですけれども、伝統的な太鼓というのはお祭りの太鼓だったりするわ

けですね。いわゆる、ステージでやるビジネスとしての太鼓というのは、御諏訪太鼓の小口大

八さんという人が60年代ぐらいに１人で叩くんじゃなくて、複数で複数の太鼓を叩くというあ

の形をつくったところから始まるらしいんですね。だから、和太鼓の中でもイノベーションと

いうのが起きているということだと思うんです。

（質問） いろいろうかがって、小売りを専門にしているので、大消費場をターゲットにした総合

的な業界と、ある程度の独自のマーケットを対象にしてそれで儲けているマーケットと両方存在

していて。いずれがいい悪いというのはないんですよね。それで見ていくと、ぼくの感じなんで

すけど、先生のお話をうかがっててやっぱり、収益モデルとおっしゃいましたよね。それが気に

なったんですが、音楽文化を専攻するというのは、消費の面で見ると、相当余裕のある人たちに、

日夜食事に困っているような人が音楽に集中することはなかなか難しいので、潜在的にはあった

としてもなかなか難しいところなので、人によって高い、余裕のある世代というか、階層の人た

ちの消費分野じゃないかと思うんですね。それは別に東京とか地方とかいう差はないんじゃない

かと思うんです。それは需要のあるなしというよりは、例えば地方都市がやっぱりそういう、音

楽とか文化に対する需要がやっぱり、採算がとれる大きさがないという、大きさの問題だけじゃ

なくて、潜在的にはだからあるんじゃないかというのが１つあるんですね。

実は、どちらかというと東京以外であれば、地方でも、地方の大都市であれば十分そういう

意　味で。相互性でいくと、大きな市場をターゲットにすると非常に難しいところなんですけ

ど、先ほどおっしゃられた、ローカルチャーの分野であるターゲットを??*****??産業化はほと

んどできている、そういう方向で、それの積み重ねがあるんじゃないか。それからもう１つい

ろいろと考えていって、こういう感覚というのがあるんじゃないかと思うんですが、やっぱり
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流通というのが、流通でものを考えたときに、生産はいろいろなところでやって、それを流通

ルートにきちんと乗せることで、例えば収益モデルをまた別に組み立てる。我々がつくってい

る消費しているものでも、別に東京で全部つくっているわけじゃなくてほとんど東京でつくっ

てなくて、どこか地方でつくって送られてくるわけですよね。そういう意味では、地方という

のは作り手として、中央の独自文化というのがあるわけですから、そういう意味で作り手とし

ての主体性を持って、必要に応じて流通というのがどういうことになるのかなというのが、非

常に関心があります。

（増渕） 実は最初に先生がおっしゃった収益モデル、今までの従来型の収益モデルというのは、

いわゆる複製物なので結局数多く売れば利幅ができるわけですね。100万枚売るよりも200万枚

売ったほうが利幅が出るわけですね。そこにやっぱり80年代後半から日本の音楽コンテンツ産

業を完全にずっぽり拘泥しちゃったところがあるんですね。要するに少品種多量生産なんです

よ、本来的には嗜好品というのは。ところが、それが大量生産のときに転換していくわけです

ね。そこに大きなタイアップというのが効いてくるわけですよ。それは全国共通のメディアを

通してその楽曲をプロモーションしていく人がいる。ですから、ちょっと経済学の方向ではな

いんですけれども、90年代に日本の音楽コンテンツ産業が製造する作品の中から、地名とか固

有名詞が消えてしまう10年間なんですね、いわゆる全国に売りたいがために。今回の紅白に亡

くなってから出たＺＡＲＤとか、浜崎あゆみとかって90年ぐらいに売れた方たちというのは、

歌詞の中に具体的な地名が入ってないんですよ。

（質問） ああ、そうですか、それはおもしろいですね。

（増渕） 全国に売るためには不必要な部分なのね。よっぽど90年というのは産業としては本当

にオーバーフローしちゃっていた。

（質問） ああ、全国マーケットをねらって。

（増渕） はい、生産調整ということをしなかったですから。もっとクレーバーだったら、アー

ティストのライフサイクルを考えると、ここで止めておいたほうがいいというポイントがある

んですけどね。それも何か100万売れたら次に200万売れちゃったものだから。そうすると陳腐

化していくじゃないですか、商品として。それを90年代で繰り返してしまうところがちょっと

あるんですね。

当時、僕も80年代にローカルにいたときに、地元で産業化なり企業化なりする試みというのは

何度かちょっとやったことがあるんですけど、その時代はデジタル化の前だったのでコストがか

かったんですね。今はデジタル化によってすごく簡単になっちゃって、だれでもパソコンがあれ

ばある程度のところまでできちゃうんですけど、当時はこういうツールがなかったので、音楽を

録音して流通させるまでにコストがかかったたですね。それはローカルでは支えられないコスト

だったんですね。だからいまは割とお手軽にローカルでもたぶんそれはできるとは思う。

（質問） コストが小さくなっていく分、事業化しやすくなるんですね。

（増渕） しやすいですね。

（質問） 事業化可能なものというのはコンパクトでもいいというかたちで。

（増渕） そうです。そこにもう１つまた、メジャーなるものとインディーズなるものとの綱引

きがたぶん発生して、要するに、地方で成功したインディーズのレーベルはたぶんメジャーが
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吸収するという方向にいくんです、おそらく。それをいたちごっこのように繰り返していると

いう感じがするんですけど。これは最初のやつで答えになっているかどうかわからないんです

けど。

もう１つ流通なんですけど、先生がおっしゃられるようにインターネットが出現したことに

よって、流通のプラットホーム自体が変わっちゃっているので、だからローカルバーでも商品

を発信することは可能ではあるんですよ。前みたいに固定物のときと違って、例えばぼくが福

岡に住んでいて…。

（増渕） だけど、全産業の中で音楽産業自体がロングテールだという考えもありますから。ネ

ットの渦の中で、１曲のロングテールではなくて、音楽自体がロングテールかもしれないんで

すね。

ただもう１つ先ほど述べたように、コピーをすることの、ガードが完全に決まっていないの

で、いま。だからインターネットを使った流通のシステムを使ったとしても、果たして収益が

上がるかどうかというのはそれはちょっとまた別の議論になりますよね、きっと。コピーがで

きちゃう時代ですから。

（質問） ちょっとまだ目に見えない財というものをあまりわかってないんですけれども、物の

場合のネット流通というに大きな問題に今なっていて、それはどうもネット単体では生きてい

けないというのが最近の流れになってきているんですよ。ロングテールで統合しているアマゾ

ンあたりでも収益力というのは相当大きな問題もあるわけで、実際にネット流通というのをう

まく使っているのは、意外とイオンとかイトーヨーカドーのような大手店舗流通なんですね。

店舗流通が相乗効果を得るためにネット流通を使っているような形になっているんですね。

音楽の場合でも、ネット単独というよりは、大手のメジャーがきちんとその流れをちゃんとコ

ントロールできるのであれば非常にいい形になるんじゃないかという気がするんですけどね。

（増渕） 要するにルートに固定してないのがコンテンツの１つの側面じゃないですか。そうする

とアイチューブの成功事例というのは結構大きくて、あれもリアルな店舗は全く持たないモデル

で、それで世界の配信技術の約６割を押さえているかたちになってしまった時点で、店舗という

ものはかなり存在意義が揺らいできたというのがありますね。だから、タワーレコードもアメリ

カでの、いわゆる立ち行かなくなっちゃったこととか、ああいうことを考えたり、それから例え

ばツタヤさんが一昨年から、あの戦略って多分小さくなってくる単位の独占をしようとする戦略

だと思うんですけど、新星堂を買収したり、静岡のすみやを買収しましたでしょう。

（質問） 買収したんですか、ああ、そうなんですか。

（増渕） だから、今は残存者利益ですね。それをツタヤは今ねらっているような気がしますね。

（質問） 似たことやっているなと思ったら買収されちゃったんですか。

（増渕） はい。あれは多分すみやだけではもう立ち行かないんですよ、おそらく。この前、金

沢へ行ったときに、たまたまヤマチクという北陸を代表する小売店があるんですけれども、そ

この社長とお話ししたときも、やっぱりもう音楽の小売りは全然未来はないよという発言を社

長にされたときに、どう答えていいかわからなかったですけどね。面積を縮小して店舗を減ら

していくという方向にやっぱり向かっているんですって。

そうすると小売りはこれからかなり厳しいですね。特に日本の場合は、先進国唯一ＣＤに再
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販価格維持制度が適用されておりますので、自由競争はできないんです。

（質問） 再販のも入っているんですね、あれってね。

（増渕） 先進国で国連加盟国の中で日本だけですよ。

（質問） もう10年ぐらい前にやめるとか言ってたんですけど。変わってないんですね。

（増渕） はい、反抗に遭って。

（質問） 分解されたからな。

（増渕） 欧米でも事件裁判ぐらいでというところもあるんですけどね。発売してから半年たっ

たら自由競争みたいな、そういうやり方もあるんですけど、日本の場合はわりと完全に固定し

ちゃっているので。珍しいですよね。

（質問） 私もあんまり音楽業界知らないので申しわけないけど、レコードとかＣＤというのは、

あれは返品されちゃうんですか。

（増渕） ざっくり言ってしまうと、返品はあるんですけれども、各メーカーによって率が違う

という。10％まで返品オーケーよというメーカーもありますし、100％返品を承るメーカーも

あります。それは個々ですね、返品率に関しては。

インディーズというのは昔、返品がなかったんですよ。買い取りだった。意外と安定してい

たわけですけど、それがインディーズも多少市場が広がった時点でちょっと欲出しちゃったの

かもわからないですけど、返品率を設けちゃったところが出てきちゃって、それで返品の話に

なったんですね。

（質問） そうすると再販価格固定で返品ということになって、やっぱり売れ筋重視になってきて。

（増渕） 完全にそうですね。

（質問） そうすると、先ほどの話だと、やや高い大量消費志向というのが強く。専門性の高い

独自性のあるものというのはいきにくくなる可能性がある。それが温存されるという面もある

んだろうけど、どっちかはわからないけど。

（増渕） だから、ざっくり言って、売上げの大半を占めるのは先生がおっしゃったようにポテ

ンシャルの高いものにやっぱり特化させていくという戦略をとっちゃいますので。

（質問） だから、逆に考えるとネット流通だとそういうものがないから、かえってネット流通

だと独自なものの主戦場になってくるという意味では、そこには将来性があるというふうには。

（増渕） 多少はですね。ただ、結局ネット流通においてもそういう傾向はやっぱり出てきちゃ

うと思うんですよ。いわゆるメジャーの音楽コンテンツ企業が今の段階でインターネット配信

をプロモーションとしてとらえているからです。インターネット流通配信によってそこで収益

を上げようというよりは、固定物を売るためのプロモーションとしての配信を３カ月先に先行

するとか、そういう戦術戦略を使ってくるので、そうすると売れ筋のものにやっぱりなるんで

すね。

（質問） 今のお話でネット配信がどんどん盛んになってきているわけですけれども、例えばミ

ュージシャンにとってとか、あるいは音楽産業に従事する者にとって、その収益性という意味

ではうま味はパッケージメディアのほうがやっぱりあるわけですか。

（増渕） 一概には言えないんですよ。インターネット配信の場合は、プレス費がまずかからな

いんですね。
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（質問） コストがかからないですね。

（増渕） プレス費と、あとパッケージ。印刷・デザインがかからないので、すごくコストは低

いんですよ。ただ、単価を低く設定しているので、本当に数十万売らないとなかなかちょっと

売れたという感じにはならないですね。

（質問） ネット配信がどんどん盛んにはなってきていますけれども、パッケージメディアは絶

対に残りますよね。つまり、熱心な音楽ファンというのは必ずパッケージメディアを買いに行

っていると思うんです、ネット配信がいくら盛んになっても。だから、それは増渕さんなんか

はどういうふうに、タワーレコードなんかどんどん縮小しているかもしれないけれども、私は

ある割合残っていくものだろうと思っていて、そういうことがどうなのかということ。

あと、もう１つ、音楽の地域性とか文化性みたいなものといったときに、日本の各地方に果た

して音楽の地域性というのはあるんだろうかと考えると、おそらくそれはあまりなくて、それ

は沖縄とか特別な地域には除いて。おそらくやっぱりある非常にすぐれたミュージシャンがい

て、そのミュージシャンの個性とか秀でた能力とか、そういうものがあるところで普遍性を獲

得して世に出てくるというような、そういうような感じなのかなと思っているんです。

インディーズで浜田真理子って。

（増渕） あの山陰のですか。

(質問） 松江の。あの人は私好きで。だから、ああいう人っていうのは、多分ああいうローカ

ル性みたいなものをバックグランドにしているのかもしれないんですけれども、松江にああい

う歌があったというよりも、あの人はバックグランドはやっぱりブルースであったりジャズで

あったり。だから、１つの地域性みたいなことを考えると、どの地域からでもすぐれた人が出

てくる可能性はあるのかなという気もするんです。

（増渕） おっしゃるとおり、日本の場合は地方の独自の音楽文化というのは産業化する過程の

中で、かなり独自性を希釈させられてしまったといいますかね。民謡というのはローカリティ

ーはあるんですよね、非常に。そこから産業のほうが新民謡というのを作り始めた昭和の初期

に、全国の民謡を西条八十と野口雨情と中山晋平さんとかで作ってしまったときから、そこは

かなり独自性はなくなっていったというような気がしますね。ですから、ローカルのバックグ

ランドを今はどういうふうにその作品の中に活かしていくかということが、ぎりぎり独自性を

作ることなのかなのという気はちょっとしていまして。ですから特にメロディとか譜割とか、

そういういわゆる音階的なところで言うと多分全国共通なものになってしまっているんです

ね、沖縄民謡以外はほぼ。なので、歌詞とかそういうところに独自性を出していくというとこ

ろが今のところ精いっぱいなのかなと。それが例えば、いわゆる音楽単体ではなくて、音楽と

映像のカップリングという形であればまた新しいカテゴリーができれば、そこに地方色をつけ

ていくことは可能ですよね。多分今はそこら辺の模索の段階だと思うんですね。

最初は何でしたか。インターネットの……。

（質問） パッケージメディアの残り。

（増渕） パッケージメディアが消滅するか。いや、最低限は生き残ると思うんです。だからそ

の最低限の部分で今音楽コンテンツ産業に従事している人たちを食わせられるかなというと、

ちょっと微妙ですね。音楽産業がダブったのは90年代なんですよね。そこの反動はどういうふ
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うに出るかなんですよ。1998年が音楽マーケットのピークなんです。国内で言えば宇多田ヒカ

ルの700万枚があった年なんですけれども、700万枚売ってしまったところでね。今、宇多田ヒ

カル自体がせいぜい売れても30万から50万ぐらいのところになっちゃっているので、あれだけ

売っちゃうと何か売れなくなったよなと感じるのも、やっぱり収支額のほうで。

（質問） 私も今、いろいろな地域都市と活性化の話で、都市空間から文化的な問題までやって

いるんですけれども、１つ、ちょっと残念なのは、地域の青年の方々と食文化でも何でも一生

懸命作ったりとしても、結局はその地方の大都市または地域の大都市に吸収されるんですね。

結局大都市東京に行ってしまうというのは全部の流れとしてあってですね。今回こちらを見て

いると、そういう意味では、もしかしたらそういう吸い取られちゃうのか、それとも逆に今独

自路線で、地域が逆に東京を利用して、売るためにちょっと利用しているんだという感じで、

戦略を練っているのか、この辺言い方は悪いんですけれども、そういうのでどうなのかなとい

う。

（増渕） 何となく後者のほうに向かいたいという意思は見え隠れするんですよ。だから、札幌

の漫画の話が始まったのも結局そこら辺が大きくて、地元に住んでいる漫画家が、今まで札幌

のまちをどれだけ作品の中でプロモーションしてくれたんだろうねという話から始まったんで

すね。そこに対するリスペクトって全くなかったんじゃないかと。今の漫画の、だから国際的

な比較優位とかを考えていくと競争力は高い。それから漫画家の方たちが稼いでいる収入とい

うのは売れるとかなりでかい。そうすると、別に漫画家の方が東京に上京するということは必

然的なことではない。できればクリエーターの方たちには二通りたぶんあって、新しい刺激を

求めなければ作品創作ができないタイプの方と、自分の周辺環境が変化しないほうが作品を制

作できるというタイプと２つに分かれるんですね。実際ミュージシャンもそうなんですけど、

僕の身近でも幾つかあったんですが、地方から東京に来て全く曲が書けなくなるアーティスト

もやっぱりいるんですね、これ、あまりにも環境変わっちゃうと。例えばローカル色の豊かな

地域都市とかで今まで生活されてきた方からすると、その書ける対象が見当たらなくなってし

まうんだそうです。どこへ行っても同じ、どこの駅で下りても同じ。だから、その中で制作意

欲がわかないという。その方はできるだけ一回田舎には帰ってもらうことにしてたんですけど

も。だから、必ず東京に上京する必要ないはずなんです。

ところが、ここ数年気になっているのが、僕はコンテンツを扱っているのでコンテンツはで

きるだけ時間の許す限り触れていたり確認したりする作業をするじゃないですか。そうすると

ここ数年、また新たに上京促進物語の作品が増えましたね。漫画とかすぐ、「ナナ」とか「蜂

蜜とクローバー」とか、「のだめカンタービレ」もそうですけど、いわゆる数千万単位で売れ

ているものですよね、みんな。それと東京の大学とか、例えば東京に行ってミュージシャンに

なろうみたいな、こういう文脈のものがここ数年また目立ちはじめたんですね。そうすると対

抗軸としてローカルにいるクリエーターには、そのローカルのものをだから作ってもらう。だ

から、ご当地ソングも結構いろいろな話があって、僕もまじめにやっているからそういうこと

あるんですよね。

（質問） たまたま四国の松山市、そこは今、中村という市長が提唱したのは、坂の上の雲やっ

ていましたよね。それで今、小説に実際になったところを舞台にして、安藤先生に坂の上の記
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念館まで作ってもらっていろいろやっていまして、私らはまたその交通のツーリズムとの関係

で、交通誘導と何をやるかという中で青年組の人と、じゃあ、秋山好古の誕生日にはコンサー

トやろうよとかいろいろな発案が出るんですけど、結局詰まるところ、どんな音楽やればいい

のとか、じゃあ、ミュージシャン来てくれるのかというと、地元にやっぱりいないんですよ。

それがすごい問題で、小説でやっとそこまでいっても、そこがなくて、やっぱり生活してくれ

る人が実はあんまり、残念なことに、たまたまかもしれませんが松山にいなくて苦慮していま

す。今2,000人入るホールがあって。しかも来るのは道後温泉に来るお年寄りが多かったりす

るので、なかなかマッチングがうまくいかない、そんなのがあるんですけど。

（増渕） 松山は基本的にはやっぱり上京する方向に向かう人たちが多いでしょう、ミュージシ

ャンだけで言ってみれば。あそこにサロンキティという四国ではかなり老舗のライブハウスが

あって、そこのオーナーの方でいわゆるバンドを育てるのが非常にうまい方がいるんですね。

面倒見もすごくよくて、だけどバンドがそこから巣立っていこうとする、むりに。

（質問） 聞いたところでは、そういう方が何人かいるんだけど、大体けんか別れをして東京へ

行ってと。

（増渕） だから、例えば松山、高知、広島とかでインディーズのレーベルを作っていた時代が

あるんですよ。なかなかやっぱり最終的にはうまくいかなかったですね。１つアーティストが

売れたんですけどね、その後が続かなかったですね。地元に定住している人たちがやっぱりい

ないと厳しいですよね。できれば定期的に地方都市に功なり上がってもちゃんと戻ってきてく

れるか。

（質問） 多分そんな中で、いわゆる地方だと若干行政が関与するじゃないですか。そうすると、

例えば戻ってきてくださった方々が、創造してもらうフィールドとして整備しようとしても、

なかなか行政のほうはタイミングが遅いのでタイムラグが生じちゃって、じりじりするという

パターンもけっこう見受けられていますね。

（増渕） いや、だから、いろいろなところで共通する結果というのが多分あって、でも、札幌、

名古屋でやり始めたのは５年ぐらい前なんですけど、宇都宮でジャズをやり始めたのがやっぱ

り同じぐらいですけど、行政の方たちがその都市、地域から輩出されたいわゆる人材、人的資

源をほとんど把握されてないですよね。ウィキペディアで出るぐらいの範囲ですよ、皆さん。

だけど、もっといるわけなんですね。例えば宇都宮にしたら、これ、結構宇都宮で笑い話にな

っているんですけど、出身地を宇都宮と言わない人多いじゃないですか、あんまり格好よくな

いので。だから、小学校出たところの町を、そこですり替えている人が結構いるんですよ。そ

れをもう一度精査する作業がちょっと必要なのかもしれないですね。そこの作業は大体ないで

すよ、どこも。いきなりゴーンですもの。

宇都宮でジャズをやるときも、僕も呼ばれて言われたのは、ジャズを産業化したいので手伝

ってくれという話のアプローチだったわけですけど、何で宇都宮がジャズなのという質問に対

しての答えというのは、ナベサダの出身地だからということですよ。だけど、僕の観念からす

ると、十代の女の子とか男の子でナベサダって出したとしても、多分ナベサダ、フー?じゃな

いですか、おそらく。市民と文化みたいなものの距離を詰めるとすると、そこの作業ってやっ

ぱり必要ですよね。ナベサダってどういう人で、宇都宮で高校時代まで過ごして、楽器をそこ

〈 174 〉音楽コンテンツ産業の地域分散可能性

157-182-研究会-増渕  08.3.22  16:33  ページ174



で手に入れて、東京へ上京して、それで秋吉敏子さんと一緒の何とかバンドを組んでという、

その物語をちゃんと提示してあげないと、市民てやっぱり理解しないじゃないですか。そこの

作業を大体バイパスするんですよ。

ちょうど宇都宮はジャズで今、月に一回ミーティングを始めるようになったんです、ようや

く商工会議所の市政研究センターと共同で。先月宇都宮大学とか作新学院大学のジャズ好きな

先生たちだけを集めてジャズを語ってもらう会をやってみたんですよ。専門領域と全く違う、

天文学の先生もいたり、林業の先生もいたり、それが結構おもしろくて、その後は学生とかに

伝えるところなんですね。そういう作業をやっぱり細かくやっていかないといけんなと。大体

バイパスしますよね。

「坂の上の雲」のまちづくりも、中野さんてすごく勇気ある人だと思うんです。あれはまち

をコンテンツと心中ということじゃないですか。

（質問） 産業があんまりないんです。

（増渕） 例えばＮＨＫの特別ドラマが90分×年間５本でしたっけ。５本、５本、５本いくわけ

じゃないですか。だけど、考えてみると松山が舞台になるのって多分３分の１ぐらいでしょう。

（質問） ほとんど最初のほうですね。

（増渕） だから結構ばくちだなとか思うんですよ。もうちょっと多面的に練ってもよかったよ

うな気がするんですけどね。鶴岡の藤沢周平のまちのほうがまだ切れるカードは多いような気

はしますね。ちょっと、ワンボギーですものね、あれ。結局、秋山好古といっても、さっきの

ナベサダフーではないですけど。

（質問） だれも知らないですよ。

（増渕） でしょう。

（質問） 地元の人も、だれ、それって。何か軍人さんだったしか覚えてない。

（増渕） あるだれかの思い込みで走り過ぎる傾向がありますね。でも、それはどこも共通され

ているんじゃないですか。

（質問） 正岡子規すら知らない若者までいる。

（増渕） 経産省のコンテンツ、新方策みたいなものが、いい影響と悪い影響と、これを与えて

いるような気がするんですね。

（質問） 音楽のまちという感じにしますと、横浜って意外にうまくいっているんじゃないかな

と。港がジャズで、何となく70年代のロックをやって、こっちへいくと最近ハワイアンやって

いたり、うまいこと分かれてて、私ぐらいの年代だと、今日はこっちでイーグルスでも聞いて

みようかなと。たまには年配の先輩がいるからハワイアンに行こうとか、そういう意味で自然

なんですかね。

（増渕） ジャズプロムナードをやるあたりから行政が後追いやっている感じがしていて、もと

もと何かジャズに関して言えば、この前閉店された「ちぐさ」、あれも大きなポイントじゃな

いですか。日本のジャズを語るためにも「ちぐさ」のおやじははずせないみたいな。多分70年

代とか結構地方都市も多かったんですけど、例えば福岡でライブハウスの集積とか楽器店とか

レコード屋さんが集積する場所というのがあるでしょう。例えば天神から大名にかけてのあた

りなんですけど。それが例えば札幌だと南三条通りという、薄野の一歩手前の通り、あそこに
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集積していた。さっき言ったポピュラー音楽の取り入れ口は多分そういうところだと思うんで

すね、１つは。行政はどっちかというと後追いな感じですね、横浜だってそんな気がしますも

の、僕。

（質問） でも行政が出ると終わりという感じで。私、商工会のところがね、青年会議所は知ら

ないですど、最初は何とかしようよって下から上げたほうがまだいいのであって、上からター

ゲット選んで、この産業ならこうだとかやるとかえってだめじゃないかと。

（増渕） やっぱり自然発生的なものが何かこう、そのまままた東京にからめ取られてしまう可

能性が高いので、ちょっと防衛する意味での行政のポーショニングってたぶんあると思うんで

すけど。

（質問） でも、もともと何かアメリカの音楽なんていうのは、結局はローカルで始まっていて

メジャーっぽくなっていますし、ソウルミュージシャンはけっこう自分の地域を大事にするじ

ゃないですか。

（増渕） 大事にしますよ。

（質問） 必ず州にいけばそこでライブをやって、あとは全国回ると必ず月に１ぺんは戻ってき

てやる。そういうパターン化があればいいんですけどね。

（増渕） 東京へ出てきちゃうとそのまんまですものね。田舎に帰るのが嫌だとか、そういうの

もあったりする人もいて、昔悪いことやったのかわからないですけど。そういういわゆる循環

みたいなパターンがないですね、日本の場合は。

（質問） 自分の音楽人生のステージとしてないですよね。だから、うまいこと植えつけられて

地域に還元してくれないかなと思うんですけど。

（質問） さっきアーティストというのは環境でやっぱり新しい環境に拒否反応する人と受け入

れる人がいるという話をされましたけど、川崎っていうのは首都圏の中でちょっと微妙なとこ

ろにいるんですね。東京の外延部にありますけど、どうなんですかね、川崎というのはどっち

かというと市としては文化産業振興という意識は持っているけれども、まだ出発点にあるよう

な気がするんですが、川崎の環境というのはそういう意味で文化活動する人たちにとってはど

ういう評価になるんですかね。

（増渕） 中途半端じゃないかなと思うんですね。でも、川崎っていうところにこだわりという

のは多分ないと思うんです、おそらく。例えばクリエーターとかが実際にとってたりというの

は、おそらく多摩川の野球、夕方の景色とか、そういうことを多分インスパイヤされていると

思うんです。

（質問） ああ、なるほどね。

（増渕） はい。所々歩道橋から見ていたその風景とか、どこどこの小田急線の駅の前に咲いて

いた桜とか、何かそういう１つ１つの小さなものが多分クリエーターにとっては大事なような

気がします。

（質問） ということは、ローカリティーともちょっと言い難いですよね、ローカリティーとは

言うけれども、実際ローカリティーとしても中途半端で、東京的な大都市文化という意味でも

中途半端、そういう意味ですね、中途半端。

（増渕） 中途半端なんだけど、アイデンティティみたいなのをそこに見つけられればそれも反
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映できると思うんです。だから、昭和音楽大学の卒業生に「いきものがかり」というバンドが

いまして、全員厚木高校出身で、昨日の何かインターネットは配信のベストアルバム賞を今年

取ったらしいですね。ボーカルの方が昭和音大の短大の卒業で、ギターの方が一橋で、こっち

が法政なんですよ。よくわからない組み合わせなんですけど、全員厚木高校の出身で、その方

たちがデビューして、それも結構売れたんですけれども、「さくら」という曲なんですけど。

そのプロモーションビデオは小田急のいわゆる厚木寄りのほうの小さな駅の駅前にある桜をプ

ロモーションビデオで使っていて、それで歌詞の中でキーワードが２つ出てくるんですよ、

「赤い大橋」というのと「小田急電車」というの。そうすると、これは多摩川の橋ではなくて、

相模川にかかっている相模大橋のことなんですね。そういうアイデンティティの持ち方という

のは表現としてはあると思うんですよね。

（質問） 日本にはあまた音楽大学があるじゃないですか。音楽大学というのは、産業とかコン

テンツとかと何かかかわりようがあるんですか、ないんですか。全く個人個人でやっておしま

いという世界なんですかね。

（増渕） いや、どっちかというとバイカルチャーなので。だから産業との結節点もそれほどな

いんですけど。どうですかね、国立とか尚美とか、わりとポピュラーミュージックのカテゴリ

ーの専攻を持っているところは、比較的交流はありますよね。ただ、あまりにもすべてオール

クラシックというところとは交流はそれほどはないです。そう言いながらも大学の専門学校化

みたいなものが議論される部分でありますけどね。音楽専門学校と尚美の音楽学部のポピュラ

ー音楽専攻ってあんまり変わらないんじゃないかなみたいな、僕たちはそんな感じに見えます

けど。

（質問） 例えば増渕先生が大学に勤務されたら、そういうアーティスト養成っていうことを直

接やらるわけですか。

（増渕） いえ、全然やらないですよ。そこまでは全然かかわらないです。

（質問） そういう形の指導というのは、例えばやろうと思えばできる。先生はやれるんじゃな

いかって。そういう形は、演習とかだって、当然そうなる。逆に理論的なことのほうなんです

か。

（増渕） いや、例えば資源としてクリエーターとかアーティストが、例えばこういう形で成功

するとかキャリアパスとか、そういう話は多分できるとは思うんですけど。

（増渕） ポップカルチャーとアカデミックの脅威というのは結構あったみたいですね、やっぱ

りこの国は。戦前の文化統制の反動でいわゆる文化政策自体がＧＨＱによって文化と国民の距

離というのを分けられてずっと進んできちゃっているものですから。

（増渕） だから、国とかいわゆる行政というか政策と大きくカルチャーというのは変わってき

ちゃうところがありますよね。

（増渕） そういうところはありますよね。ハイカラ志向な見栄っ張りなところが若干あります

からね。ローカルチャーというのはほとんど置き去りにされてきているんですよね。例えば総

合都市論みたいなものが隆盛してきて今、急にローカルチャーは都市再生で活用しようという、

何かこの国においてはすごく乱暴なことをしてて。ヨーロッパだからあれは成立する多分何か

考え方なような気がしているんですね。
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（増渕） 浜松は10年ぐらい前にアクトシティができたとき、いわゆるクラシックの文脈と、も

う１つのいわゆるポップカルチャーの文脈でやろうとして、後者のほうは思いっきり失敗しち

ゃって。すごい予算をかけて、浜松に全国から将来性があるだろうと思われているアーティス

トを、昔のヤマハのポプコンみたいなことを集めてやったときがあったんですよ、数年間。全

然だめで、５年ぐらいやって終わりましたけどね。

（質問） 浜松は場所がいい、ちょうど東京と大阪の真ん中でちょうどいいように思いますけどね。

（増渕） 何かオーディションブームというか、オーディションの是々非々が問われている時代

にオーディションを始めちゃった、タイミングを僕はちょっと感じるんですね。産業主導でや

っていくというところに対して何かノーグッドなサインが出ている時代だからね。オーディシ

ョンというのも今はちょっと死語ですけれども、昔は受けたんですよね。 ただ、日本のポピ

ュラー音楽は残念ながら海外競争力がないんですよね、他のコンテンツに比べると。そこは国

内の音楽の先行きにちょっと若干危機感を持つことがあるんですけどね。

（増渕） 日本に競争力がないのは音楽と絵画ですね。画家も売れないんですね。

（質問） 何か日本のロックは結構アメリカとかイギリスで受けるという話を聞いたことがある。

（増渕） アニメとコンバージェンスしているからですよ。アニメがメインにやって、それに音

楽がくっついていっているので、両方とも受容されているという形ですね。

（質問） パフィーみたいな。

（増渕） そうです。最初にアニメを作って、そのパフィーをアニメのキャラクターにして、そ

れでカウントダウンＴＶでそれをうまくアピールしておいて、そこでパフィーという本物が行

ってライブするって組み方ですね。

（質問） そうだったんですか。

（増渕） そうですよ、アニメが先です。日本の文化で一番尊敬するのはアニメーションですね。

この前、友達がフランツリスト学院で教えている人がいて、トウホウの先生だった人で女の人

なんですけど、たまたま日本に帰ってきて会って、アニメは見るのという話をしたら、「ドラ

ゴンボーイ」はすごいよって言うんですよ。ハンガリーで。たまたま札幌に帰ったときに、札

幌学院大学でよくしてもらっている先生がいて、その方の奥さんがあちらの方で、東欧圏まで

行っちゃったんですねという話になって。前にフランス、イギリスぐらいまで日本の漫画が来

ているというのは聞いていたんですけど、それは要はスカンジナビアの方向に展開していって

というところまでは聞いたんですけど、まさか東ヨーロッパもそんなにアニメとか日本のが競

争力を持っているとは知らなかったですね。

（質問） オランダでもはやっているみたい。

（増渕） 圧倒的にやっぱり漫画なんですね、きっと。この国のいわゆるコンテンツ文化としては。

（質問） 漫画、アニメ、ゲームか。

（増渕） この辺はまだまだ厳しいですね。

（質問） コンピューターのソフトウエアの世界では、ほとんど日本なんかないんだけど、ゲー

ムだけ。

（増渕） アジア系の音楽はなかなかうまくいかないですね。いろいろ仕掛けはもう十数年やっ

ていますけど、中国を攻めるとか韓国を攻めるとか台湾を攻めるとかいろいろやっているんで
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すが、すぐ海賊版になってしまう。シンガポールとかタイとか、あの辺でまあまあうまくいっ

ていた時代もあったんですけど、返還前の香港とか。

（質問） 今回は音楽コンテンツのお話なんですけれども、同じような意味で地域文化がなくな

ったという世界で、出版というのがね。出版もほとんど東京とどこかに。本当は京都もあった

んですけれども、それも大分東京に吸収されちゃったんだけど、出版の世界もある意味ではコ

ンテンツと言えばコンテンツなんですけど、同じような形態なんですね。

（増渕） そうですね。ただ、最近ちょっと気になっているのは、神保町の書肆アクセスがなく

なりましたでしょう。地方出版を売るメインの書店が東京にもちょっとだんだん少なくなって

きているんですけれども、ここ数年、僕札幌はわりとよく見ているんですけど、札幌は出版社

が増えているんですよ。若手と言えば聞こえが悪いんですけど、30代の半ばぐらいの方たちが

出版社を起業するケースが僕の知っている範囲で３社ありまして、ええっ、ペイするのかなと

思いながらも、とりあえずまだもっていますね、３、４年。それで、彼らは彼らでほかの地域

の出版社とネットワークを独自に組んでますね。だから秋田の何とか出版とか、鹿児島の何と

か出版とか沖縄の何とか出版とかで定期的に情報を、そういうネットワークを作っていますね。

それで北海道の??カイガで、問題??の出版社から出ている雑誌には、自分のネットワークの、

地方の出版社で売れるわけがないのに、広告載ってますものね。そうすると客もそうなんです

って、友情の証に買ってくれるみたいな。そういう１つのローカルの出版社のオーナー同士の

新しい世代のコミュニティーみたいなものができつつあるような気がしますね。

（質問） どうしてその採算が事業になるかということですよね。

（増渕） その出版社の女の人と会って話を聞いたら、ローカルでやるには２つの方法しかない

と言うんですよ。１つはだから点数を自力で多く出す。もう１つは点数は多く出さないけど一

発売れるものを作る。このどっちかの選択らしいというの。わかりやすいですけどね。僕も今

度４月にそこの出版社から１冊本を出すことになったんですけど、その出版社は『いい旅北海

道』という温泉雑誌を出しているんですよ。大体平均で年に２冊ぐらいで600円なんですけど、

それは最初のいわゆる初回出荷というんですか、音楽業界でイニシャルですね。初版で１万売

れている、北海道だけで。だから完全にペイしていますよ、だって社員１人ですから。

（質問） 社員１人でも印刷代とか。

（増渕） だけど600円で売れて１万部売れて、それが×２でしょう。

（質問） 単価は幾らぐらいなんですか。

（増渕） 600円です。だからペイできますね。

（質問） 内容からいって北海道に合っているような気がする。

（増渕） いわゆる温泉のモデルに女の子を使っているというので、それがポイントでけっこう

売れてるんですけどね。だけど、椎名誠さんとかああいう方にときどき書いてもらったりして

いて、そこに付加価値をうまくつけているんですよね。今あの会社を作って４、５年になりま

すけど、とりあえず僕の単行本を出してくれるぐらいの余裕はどうもあるらしくて、僕もこれ

を出すので君の会社はつぶれないのかなんて聞いたぐらいですから。いや、全然大丈夫ですよ

って。雑誌だけどとりあえず初回で１万はいくので大丈夫ですと。

それも多分その温泉と北海道みたいなところにフォーカスしちゃったところに多分ヒットの
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要因はあったんだと思うんですよね。いわゆる全国紙が北海道の温泉を案内するのとはまた違

う視点。旅館批判をすごくする雑誌なんですよ。取材断られるんじゃないかなぐらいの批判を

するんですよ。それで逆に部数が伸びたので、取材は拒否されることはないと言っています。

（質問） 川崎にはこれはフローにしてもストックにしても、それぞれの要素がないということ

ですかね、今。

（増渕） いや、それはそうですね、東京にほとんどの機能が集まってしまったわけですね。今、

だからちょっとそんなには時間もあんまりないんで、ちょこちょことそんなので調べているの

が、いわゆる港町13番地にコロンビアレコードが成立したときに、川崎町、川崎市のいわゆる

歓楽街を含めた都市空間がどういうふうに成立していたのかというのは少し調べてみようかな

と思っているんです。それでコロンビアレコードができたことによって芸者さんというか、い

わゆる歓楽街ですね。そこら辺にどういうふうな影響があったのかとか、そういうことを少し

調べてみようかなと思っていますね。だから、多分コロンビアレコードで川崎の堀之内とあっ

ちのもう１個ありますよね、旧遊廓。そこの芸者さんがレコーディングしてレコードを出した

例はあるみたいなんですよ。それを少しやってみて、そこで東京のほうに録音スタジオをシフ

トしたというところの前後を少し調べてみようかなと思っています。だから、吹き込み場は、

もともとレコード会社をつくったときというのはどこもそうなんですけど、工場と吹き込み場

と一緒なんですね、だいたいは。それがコロンビアの場合は東京のほうに行っちゃうんですよ。

ビクターもそうなんですよね。横浜にあって。でも吹き込み場は築地に行っちゃう。そういう

ところが、要するに企業の中のある要素の分業と、あと立地構造みたいなものを、コロンビア

をちょっと見てみようかなと思っていて。

（質問） なんでコロンビアが川崎でビクターが横浜にこられたんですかね。

（増渕） ビクターのほうは何となく、ビクター50年史を読むと、多少はなんか、どうなんだろ

うなと思いますけど、日本フォードの工場のあと。

（質問） そうです。もともとフォードの誘致でもって、第二次世界大戦前に。その残りがいま

のマツダ工業のあれになっている、その残りみたいなですね。

（増渕） コロンビアは何で川崎になったのかぼくもよくわからないんです。完全に理解はでき

てないんですね。

（質問） 工場用地があって、東京に近い、戦前のあのときにいくつかの企業を誘致してますよ

ね。その１つとして、東京に近いし、蒲田にも近いし。

（増渕） そうそう。蒲田の松竹との近接性みたいなのを感じるところがあるんですよね。

（質問） あとは、昭和音楽大学が新百合にできましたよね。あれの波及効果というのは何かあ

るんですかね。産業的な、何かあそこにというのはないんでしょうね、おそらくね。

（増渕） ないですね、いまは。ただ、現代ＧＰとっているので、そこでアウトリーチはけっこ

う熱心にやられてるんですよ。ただ、そこの影響はやがて少し出てくるかなという気はします

ね。産業にジャスト結びつくかどうかわかりませんけど、いわゆる一般市民に音楽を広めると

いうことの施策としては有効かなという気がします。

（質問） うちの娘がそこの声楽のコースに、社会人だけど、通ってるんですよね。それで発表

会に行くと、１年に何回かやるけれども、いろいろな階層の人がとにかく、音楽学校の社会人
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コースに来て、それなりの規模になっているのかなという気がするんですね。

（増渕） そうですね。で、意外と昭和音楽大学って、ローカル展開でも細かくやっていらっし

ゃるんですね。旭川に昭和音大の音楽教室があるんですものね。旭川の人にたまたま聞いて、

最近声楽を習いに行っているんだと。そういう学校なんて北海道にあるの?なんて聞いて、い

やできます、昭和音大の教室があるって、ええーとかって。

（質問） 現代ＧＰだっけ、あれで新作家の音楽っぽいのをやってるんでしょう。

（増渕） そうです。だから２か月に１回ぐらいシンポジウムっぽいやつはやっていますね。先

月たまたまイギリスのジルド音楽院とかいいましたっけ、そこのアウトリッチを中心にやられ

ている先生の方が来られて、それはぼくも聞きにいきましたけど。ああいうのをモデルにして

昭和音大もやろうとしているんだなという。子どもたちを集めて、楽器をわたして、とりあえ

ず譜面もわたさずにまず好きに吹いてみたいな、そういうやつから始めるということなんでし

ょうね。時間はかかるなあと思いますけど、どっちにしろ。

（質問） インディーズだとかみたいなやつはみんなやっぱり東京へいっちゃうんでしょうね。

（増渕） 東京幻想がやっぱりありますからね。地元に残るというのはなかなか逆に勇気が要り

ますよね。やっぱり成功事例なんだと思うんですよ。地元にいても何らかのかたちで、受け入

れるぐらいの成功を収めるということを、いくつかの事例をつくらないとだめじゃないかな。

ただここのところ、割と例えば、札幌だといまドラマで売れております大泉洋という役者がお

りますが、彼はまだ札幌に住んでいますので。東京へは出稼ぎで行くという。だからああいう

ことが、違うジャンルですけど、生まれてきているので。だから音楽の世界でも地場に残って、

それでも成立するような。さっき徳田先生とかもお話ししてたんですけど、インターネットの

普及が、商品をそこで結局ネットを通じて販売できるという方法もあるので、これからは考え

られるのではないかなと思いますけど。ただ東京の吸引力はすごいですからね。

先月キムライ先生と話す機会があって、たまたまぼくが金沢に行くという話をしたら、新潟と

金沢の新幹線の話になって、新潟県て高校出たらどのくらい東京に進学するんですかと聞いた

ら数字を出してくれて、92％だっていうのでびっくりして。

（質問） 新潟って大学がほとんどないですよね。たしか新潟は大学のキャパシティが割と低い

と聞いたことがありますよね。長岡では原発のおかげで大学がいっぱいありますみたいな。

（増渕） 長岡は４つでしょう。新潟は新潟産業大学とか新潟経営、アジア大学とか、割と最近

ここのとこ。

新潟市と長岡市はあるけど、ほかのところは、中堅都市クラスになると全然もうない。

（増渕） 北海道はどうなんですかと聞いたら、北海道はまだまだ、島国だから28％だと言って

ました。あと70％は北海道に残ると。だからアーティストやるんだったら距離のあるところで

やったほうがいいよとかっていわれましたけどね。なかなか、東京の、すごい力なんですね。

（質問） 東京で育てようと思うとつぶれちゃう人がいるとか。

（増渕） 東京で育ててつぶれる人けっこういますよ。

（質問） 例えば彼女みたいなのだと。

（増渕） この子はだからやばいので、地方に置いておいたほうがいいと思って、いる選択です

ね、ぼくらは。アーティストって世の中に出るじゃないですか。そうするとぼく心理学全然詳
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しくないんですけど、精神的に乱高下するんですね。あした売れなくなる夢を見ちゃった日に

はわかるでしょう。女性の方はかなりいますね。あした売れなくなる夢を見ましたって電話が

かかってきたときはどうしようかなと思いますよね。だって、根拠ないですからね。あなたが

売れている根拠はっていわれても、ないですもの。要ははやりじゃないですか。１つのムーブ

メントじゃないですか。いつ自分が陳腐化されるかわからないじゃないですか。

（質問） その確信があってだしたわけじゃないんですか。理由がわからない。

（増渕） ないです。絶対的な理由なんかないですね。とりあえずなんかうまくいくような気が

するとか、なんか当たるんじゃないかなみたいな。100％売れるなんてあり得ないですもの。

不確実性ですからね。だいたい５％のアーティストがその会社の全売上を稼ぐということです

よ。

（質問） エイベックスだって浜崎あゆみがほとんど。

（増渕） 浜崎でもね、最初売れると信じてはやってはいないですよね。たまたま時代とどこか

でアジャストしたところで、思いっきりプロモーションを増幅させているという感じですよね。

こんど幕引きが大変なんですよね。売れなくなってきてからが大変なんですね。結局コンテン

ツ産業のいちばん難しいところって商品が生き物だというところですね。意志持っちゃってま

すから。あしたレコーディングいやだとかいわれた日にはね。レコーディング費用高いよねな

んていう説得してもだめでしょう。１回売れちゃうとそこに気持ちがいっちゃっていますので、

なかなか引けなくなりますので。

（質問） 話はそれるかもしれないんですけど、私なんかの感覚だと歌謡曲系は何となく産業に

乗っかっているような、昔は気がしてて、どちらかというとロック系は私なんかはそのころ国

立に住んでたんですけど、何となくミュージシャンは立川の米軍の周りに住んでたりするので、

いろいろなことがあってそんなに売れなくてもどうでもいいや、テレビに出たから男がすたる

とかそんな人がいっぱいいたりしてて、なんかそういう文化がなくなってきたというんですか

ね。

（増渕） 一部はまだ残ってはいますね。自分は過剰露出をすることによって、自分のアーティ

スト生命が短くなっていくということを、ちゃんと頭で理解している人たちはメディアに対し

て、メディアをうまく使っていきますよ。

（質問） 距離を置いて、適当に休んだり。

（増渕） はい。だけど、そういう頭が回らない方たちは、メディアの使い捨ての方向に入って

いきますね。

〔了〕
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